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荒川太郎右衛門地区自然再生協議会 

第 13 回 維持管理・環境管理専門委員会 議事録 

 

●平成 28 年 3 月 1日（火）13:30～14:30、上尾市文化センター 206 

 

【議事結果】 

① 伐採イベントは、事前に十分な打合せをして、事故の無いように注意する必要がある。一般

の方については、直接声をかけて参加を促すことを今後もしていきたい。 

② 維持管理内容の精査結果は、現時点では事務局原案のもので良い。 

③ 試行イベントの企画は以下を予定する。各企画の細部は委員長・副委員長・事務局で検討し

て委員会に報告する。また、イベント実行委員会主催の自治体イベント出展時に企画を告知

する。 

 6/26（日）（予備日 6/29（水）） 

今年度整備が終わるモトクロス場跡地 Dの外来種除草とミドリシジミ調査 

 11/13（日）（予備日 11/16（水）） 

適所での除草・伐採等の作業（今後検討）とハンノキ調査 

④ イベント実行委員会主催の秋のイベントにおいても、維持管理作業をメニューに加えてもら

うよう依頼する。 

 

【主な議事内容】 

◎報告事項 

●委員会の議事録 

・ 質疑なし。 

 

●外来樹木伐採イベント実施状況 

・ 「振り返り」にも書いてあるとおり、危険な場面が目についた。事前に十分な打合せをして、

事故の無いように注意する必要がある。また、イベントのリーダーを明確にしておく必要が

ある。 

・ ヘルメットの準備が必要。 

・ 良い経験になったし、外来樹木を減らすことができて良かった。今後は役割分担をきちんと

したい。 

・ 事前の人数把握が十分でなかったことについては反省したい。委員も参加する意向をきちん

と事務局に連絡しておくようにする。一般の方については、もう少し多く来て欲しかったが、

良いきっかけになった。今回のように、直接声をかけて参加を促すことを今後もしていきた

い。 

 

◎協議事項 

●維持管理内容の精査と当面の試行について 

・ 維持管理内容の精査結果は、現時点では事務局原案のもので良い。 

・ 試行イベントの企画は以下を予定する。各企画の細部は委員長・副委員長・事務局で検討し

て委員会に報告する（委員会の会議では、組織体制等の協議に時間を充てるため）。また、イ
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ベント実行委員会主催の自治体イベント出展時に企画を告知する。 

 6/26（日）（予備日 6/29（水） 

今年度整備が終わるモトクロス場跡地 Dの外来種除草とミドリシジミ調査 

 11/13（日）（予備日 11/16（水） 

適所での除草・伐採等の作業（今後検討）とハンノキ調査 

※ 2/9 に伐採したハリエンジュとシンジュについては萌芽が想定されるが、これについて

は適宜のタイミングで各委員が現地状況を確認し、その状況を踏まえて対応を検討する。 

※ モトクロス場跡地 A に整備した「管理用通路」についても管理作業を実施してほしい。

クズが繁茂しており、歩きにくく危険な状態になっている。イベントの参加人数規模によ

ってはここも対象地として考えたい。また、導水路の道路付近の草刈りについても、可能

であれば対象範囲に加えることを検討する。 

・ 試行イベントについては、近傍の企業へ直接の声かけをしたい。 

・ 目標として、各回に必ず新しい参加者層を 1-2 名でも良いので加えていくことを掲げる。 

・ 作業だけでなく、いずれは楽しめる要素も加味して行きたい。 

・ イベント実行委員会主催の秋のイベントにおいても、維持管理作業をメニューに加えてもら

うよう依頼する。 

 

●その他 

・ 耕作放棄地は問題として認識すべきであるが、土地の所有者との関わり方は、慎重である必

要があり、すぐに行動を起こすべきではない。検討課題として認識しておく。 

・ 中池からの流出水路に「段差」が出来ており、魚が遡上できないようである。課題として認

識してほしい。 

・ 次年度も委員会は毎月開催の方針とする。四半期ごとくらいには現地を見て検討したい。 

 

以上 


